
 

小規模多機能型居宅介護  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 



 

 

 

 

スタッフ個別評価・様式 
 

 実施日 令和 4 年 10 月 30日 

 

 

  １．初期支援（はじめのかかわり） 
 

 氏名 

石櫃・平野・井口・ザン

濱田・坂井・苅阿曽   

中條 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

前回の改善計画  

「言葉が足りなかった」「受け手の解釈が違った」等コミュニケーションが不十分である為、コミュニケー

ションスキルをあげる努力が必要。情報を共有しようとする認識不足がありチームワークから外れ、個人プ

レーで開始してしまう事があり、情報を共有しなければならない事を周知する必要がある。 

本人様・ご家族様との関わりを大切にし、信頼関係の構築を行う。 

 
 

個人チェック項目 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

0 ８ 0 0 

 

◆今回の自己評価の状況 

確認のためのチェック項目 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 

① 
本人の情報やニーズについて、利用開始前

にミーティング等を通じて共有しています

か？ 

１ 7 0 0 

② 
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

まず必要としている支援ができています

か？ 

0 6 2 0 

③ 
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通

いでの声掛けや気遣いができていますか？ 

 

2 6 0 0 

④ 
本人を支えるために、家族・介護者の不安

を受け止め、関係づくりのための配慮をし

ていますか？ 

0 4 4 0 

 

できている点  

 

 

 

 

 

 
 

できていない点  

 

 

 

 

 

 
 

なぜ？どうして？できていないのか？（その理由）  

 

 

 

 

 

 
 

  

ス－① 



 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 4 年 10 月 30 日 

 

 

  １．初期支援（はじめのかかわり） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
石櫃・平野・井口・ザン・濱田・坂井・苅阿曽・

中條 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
0 人 8 人 0 人 0 人 8 人 

 

前回の改善計画  

「言葉が足りなかった」「受け手の解釈が違った」等コミュニケーションが不十分である為、コミュニケー

ションスキルをあげる努力が必要。情報を共有しようとする認識不足がありチームワークから外れ、個人プ

レーで開始してしまう事があり、情報を共有しなければならない事を周知する必要がある。 

本人様・ご家族様との関わりを大切にし、信頼関係の構築を行う。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

細かな情報の共有は、申し送りノートを活用してできている。利用開始前の利用者様の情報が共有できてい

ないことが多い。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の情報やニーズについて、利用開始前

にミーティング等を通じて共有しています

か？ 
1 7 0 0 8 

② 
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

まず必要としている支援ができています

か？ 
0 6 2 0 8 

③ 
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通

いでの声掛けや気遣いができていますか？ 

 
2 6 0 0 8 

④ 
本人を支えるために、家族・介護者の不安

を受け止め、関係づくりのための配慮をし

ていますか？ 
0 4 4 0 8 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・ご利用者様の情報は、申し送りノートや口頭などでスタッフ間で共有している 

 

 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・ご家族様と関わることが少ない 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

・時間がなくても書面・口頭での申し送りを確実に行う。 

・ご家族・介護者の不安が具体的にわかってないことが多いので、ご利用者様その家族の方、スタッフ間の

コミュニケーションを高める 

 

 
 

事－① 



つく 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 4 年 10 月 30 日         

 

 

２．「～したい」の実現（自己実現の尊重） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
石櫃・平野・井口・ザン・濱田・坂井・苅阿曽・

中條 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
1 5 2 0 8 

 

前回の改善計画  

自己主張が出来ない人との関わりの強化 

～したいを言っていただけるような声掛けを行う。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

利用者様の「～したい」がわかっていない事が多い。 

利用者様が「～したい」と言われてもその時のスタッフが応じれない事もあった。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
「本人の目標（ゴール）」がわかっています

か？ 

 
1 3 3 1 8 

② 
本人の当面の目標「～したい」がわかって

いますか？ 

 
 1 4 3 0 8 

③ 
本人の当面の目標「～したい」を目指した

日々のかかわりができていますか？ 

 
1 4 3 0 8 

④ 
実践した（かかわった）内容をミーティン

グで発言し、振り返り、次の対応に活かせ

ていますか？ 
1 4 3 0 8 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・ご本人の話を伺うように心がけている。 

・他のスタッフとも気づいたことを話し合っている。 

 

 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・ご本人の目標（方向性）を理解していなかった。 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

・本人の目標を決める。（短期間でできる事から始める） 

・関りを持ちご利用者様の思いを聴けるような声掛けを行う。 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

  

事－② 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 4 年 10 月 30 日 

 

 

  ３．日常生活の支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
石櫃・平野・井口・ザン・濱田・坂井・苅阿曽・

中條 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
1 5 2 0 8 

 

前回の改善計画  

・ご本人を知ること。 

・以前の暮らしを１０個以上言えること。 

・難しく考えずに利用者様の言葉をキャッチする 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・ご利用者様の以前の暮らしを１０個以上はなかなか難しい。 

・スタッフ間で相談し、共有しながらご利用者様と関わっている。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の自宅での生活環境を理解するために

「以前の暮らし方」が 10 個以上把握できて

いますか？ 
0 3 2 3  8 

② 
本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ

等の基礎的な介護ができていますか？ 

 
3 5 0 0 8 

③ 
ミーティングにおいて、本人の声にならな

い声をチームで言語化できていますか？ 

 
2 2 3 1 8 

④ 
本人の気持ちや体調の変化に気づいたと

き、その都度共有していますか？ 

 
2 6  0 0 8 

⑤ 
共有された本人の気持ちや体調の変化に即

時的に支援できていますか？ 

 
2 6 0 0 8 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・ご利用者様の気持ちや体調の変化もスタッフ間で相談し、話し合い、共有しながら利用者様と関わってい 

 る。 

 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・以前の暮らし方、１０個以上わかっているスタッフはいない。 

・ご本人の声にならない声を聴けていない。 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

・相手の不快にならないような声掛けを行う。 

・時間が無い中でも、ゆっくりと利用者様と話し合う時間を見つける。 

 

 

 
 

  

事－③ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 4 年 10 月 30 日 

 

 

  ４．地域での暮らしの支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
石櫃・平野・井口・ザン・濱田・坂井・苅阿曽・

中條 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
0 2 5 1 8 

 

前回の改善計画  

情報の共有。記録を読み返す。地域の事を探る。 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・訪問時には一人暮らしの方の様子には気を付けてみている。 

・ご利用者様の地域との関わり、地域の民生委員の方の名前を知らない。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

④  
本人のこれまでの生活スタイル・人間関係

等を理解していますか？ 

 
1 2 4 1 8 

② 
本人と、家族・介護者や地域との関係が切

れないように支援していますか？ 

 
1 2 4 1 8 

③ 
事業所が直接接していない時間に、本人が

どのように過ごしているか把握しています

か？ 
 0  2 4 2 8 

④ 
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

の資源等を把握していますか？ 

 
0 0 5 3 8 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・訪問時には一人暮らしの方の様子を見て、変化がある場合は早急に連絡・相談している。 

 

 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・ご家族様と地域との関係が切れないように関りを持っているが、十分ではない。 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

・ご利用者様の地域の民生委員の方を、教えていただきスタッフ間で共有する。 

・書面に記録し全員がわかるようにする。 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

  

事－④ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 4 年 10 月 30 日 

 

 

  ５．多機能性ある柔軟な支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
石櫃・平野・井口・ザン・濱田・坂井・苅阿曽・

中條 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
2 5 1 0 8 

 

前回の改善計画  

センター方式を作成し、地域の資源をもっと活用していく。 

少しの時間でも話し合いの場を持つ。 

柔軟な対応ができるようスタッフ間の声掛けを行っていく。 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・日々の変化に応じて支援や気づきができている。スタッフ間でも話し合いができている 

・地域の資源の活用はできていない 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
自分たち事業所だけで支えようとせず、地

域の資源を使って支援していますか？ 

 
0 4 2 2 8 

② 
ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が

妥当適切に提供されていますか？ 

 
3 5 0  0 8 

③ 
日々のかかわりや記録から本人の「変化」

に気づき、ミーティング等で共有すること

ができていますか？ 
2 6 0 0 8 

④ 
その日・その時の本人の状態・ニーズに合

わせて柔軟な支援ができていますか？ 

 
2 6 0 0 8 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・状況に合わせてのご利用や支援は、職員同士で話し合い気づいたことは共有している。 

 

 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・地域の資源はほとんど活用できていない 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

・自分で言えない利用者様の地域資源をどのように聞けばよいのかをスタッフ間で話し合う。 

・チームでセンター方式を作成する。 

 

 

 
 

 

 
 

  

事－⑤ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 4 年 10 月 30 日 

 

 

  ６．連携・協働 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
石櫃・平野・井口・ザン・濱田・坂井・苅阿曽・

中條 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
0 1 1 6 8 

 

前回の改善計画  

できる限り、スタッフ会議には、出席できるよう考えていく。 

その会議に合ったスタッフが出席する。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・スタッフ会議には、ほとんどのスタッフが参加している。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

④  
その他のサービス機関（医療機関、訪問看

護、福祉用具等の他事業所）との会議を行

っていますか？ 
0 1 0 7 8 

② 
自治体や地域包括支援センターとの会議に

参加していますか？ 

 
0 3  0 5 8 

③ 
地域の各種機関・団体（自治会、町内会、

婦人会、消防団等）の活動やイベントに参

加していますか？ 
 1 1 1 5 8 

④ 
登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

が事業所を訪れますか？ 

 
2 1 1 4 8 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・駄菓子屋を通じて地域の子供たちとの関りはある。 

・小学生や、幼稚園児などヤギを身に来て餌をあげるときなど、声をかけてもらっている。 

 

 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・管理者が窓口なので、会議等は管理者が参加している。 

・地域の高齢者との関りは、少ない 

・コロナ禍の中中々難しい 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

・ボランティアの方が来られた時は、（耳が遠い利用者様・認知症の利用者様・目が見えにくい利用者様） 

 利用者様が楽しめる環境つくりをしていく。 

 

 

 

 
 
 

  

事－⑥ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 4 年 10 月 30 日 

 

 

  ７．運営 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
石櫃・平野・井口・ザン・濱田・坂井・苅阿曽・

中條 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
1 2 2 3 8 

 

前回の改善計画  

公民館で開催されている行事に参加する。 

お送りするだけではなく、他の方と会話し、地域の情報を得る。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・コロナ禍で行事は少しづつ多くなってきているが、まだまだ参加できていない。 

・地域の方とは、挨拶はするがお話をするまでには至っていない。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
事業所のあり方について、職員として意見

を言うことができていますか？ 

 
0 2 2 4 8 

② 
利用者、家族・介護者からの意見や苦情を

運営に反映していますか？ 

 
1 4 3 0 8 

③ 
地域の方からの意見や苦情を運営に反映し

ていますか？ 

 
0 2 3 3 8 

④ 
地域に必要とされる拠点であるために、積

極的に地域と協働した取組みを行っていま

すか？ 
1 2 1 4 8 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・意見、苦情があればすぐに管理者に報告、解決している 

 

 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・地域の方と接する機会も少なく、挨拶ができていない。 

・公民館行事を把握していない。 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

・事業所のあり方を知らないので、管理者に風和里の事業所のあり方を教えてもらう。 

 

 

 

 

 
 
 

  

事－⑦ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 4 年 10 月 30 日 

 

 

  ８．質を向上するための取組み 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
石櫃・平野・井口・ザン・濱田・坂井・苅阿曽・

中條 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
1 3 3 1 8 

 

前回の改善計画  

リスクマネジメントの勉強会を開いてほしい。 

ヒヤリハットをもっともっとあげよう。「大丈夫だよ」というスタッフの認識ラインを 

一緒にする。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・ヒヤリハットはまだまだ少ない。 

・リスクマネジメントの勉強会があれば参加している。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
研修（職場内・職場外）を実施・参加して

いますか 
 

4 3 1 0 8 

② 
資格取得やスキルアップのための研修に参

加できていますか 
 

2 2 2 2 8 

③ 
地域連絡会に参加していますか 
 
 

0 1 2 5 8 

④ 
リスクマネジメントに取組んでいますか 
 
 

1 5 0 2 8 
 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・研修は、コロナ化では ZOOM を活用し、参加する機会が多くなった。 

・リスクマネジメントはあらゆる場面を想定し事故のないよう心がけている。 

・地域連絡会での研修があれば参加はしている 

 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・地域連絡会会議には、管理者が参加しているので、参加していない 

 

 

 

 
 

 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

・スタッフがリスクマネジメントや、ヒヤリハットを勉強会で発表できる様、スタッフそれぞれが勉強する 

 

 

 

 
 

 

 
 

  

事－⑧ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 4 年 10 月 30 日 

 

 

  ９．人権・プライバシー 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
石櫃・平野・井口・ザン・濱田・坂井・苅阿曽・

中條 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
7 1 0 0 8 

 

前回の改善計画  

利用者様の訴えにすぐに対応できない場合は理由を説明し理解して頂き後で対応する事。 

声掛け時（特にトイレ・お風呂）には、配慮する。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・羽咋事業所全体での虐待委員会には、管理者が参加している。 

・身体拘束チェック表を活用している。 

・トイレ、入浴などのプライバシーの声掛けの配慮がまだまだ必要 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
身体拘束をしていない 

 

 
5 3 0 0 8 

② 
虐待は行われていない 

 

 
5 2 1 0 8 

③ 
プライバシーが守られている 

 

 
4 1 1 2 8 

④ 
必要な方に成年後見制度を活用している 

 

 
0 0 0 8 8 

⑤ 
適正な個人情報の管理ができている 

 

 
4 4 0 0 8 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・身体拘束はしていない。 

・利用者様の尊厳の保持には十分に気を付けている 

 

 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・成年後見人制度を活用している利用者様がまだいない 

・排泄、入浴の声掛けはまだまだ配慮が必要。 

・耳の遠い方の声掛けができていない 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

・排泄、入浴などの声掛けは、プライバシーに気を付け配慮をしていく。 

 

 

 

 
  

事－⑨ 



 
〇外部評価（地域かかわりシート①）は、Ａ～Ｆまでの６項目となります 
〇項目Ａについては「事業所自己評価」をお読みいただき、適当と思われる箇所に☑を記入くだ

さい。わかりにくい場合は、運営推進会議当日に事業者から説明がありますので、空欄のまま

持参し、当日記入いただいても結構です。 
〇Ｂ～Ｆの項目については、当日までに下記チェック項目の適当と思われる箇所に☑を記入し、

運営推進会議当日に持参してください。 
〇当日は、運営推進会議メンバーの記入したチェック箇所を集計しながら、ご意見をいただく予

定です。 
〇下記チェックに基づき、当日お聞きしたい内容は、各項目の「できている点」「できていない

点」「次回までの具体的な改善計画」の 3 点です。 
〇地域かかわりシートへの皆様のご意見は、事業所の質の向上につながり、皆様の地域にとって

必要な拠点となるために大変重要です。事業所を育て、認知症になっても、介護が必要となっ

ても、安心して暮らし続けることができる町をともにつくるために、ご理解、ご協力をお願い

します。 
 
Ａ．事業所自己評価の確認（該当部分に✓を入れてください） 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

１ 
少なくとも常勤スタッフ全員で事業所自己評価に取り組んでいる

ことが確認できましたか？ 
※常勤とは週 32 時間以上勤務の職員（正規・嘱託・臨時職の別ではない） 

５ 0 0 

２ 
事業所自己評価を作成する際、事業所の常勤スタッフ全員の意見

が反映されて実施していることが確認できましたか？ 
※ただし、ミーティングの場面では常勤職員の 2/3 以上の参加が望ましい 

5 0 0 

３ 
前回の改善計画に対して、具体的な取組みが行われていました

か？ 5 0 0 

４ 
今回の改善の必要な点が明らかになり、その改善計画が具体的に

立てられていますか？ 5 0 0 

 

Ｂ．事業所のしつらえ・環境（該当部分に✓を入れてください） 
№ 項目 はい いいえ 

わから

ない 

０ 前回の改善計画について取組んでいましたか？ 
 

 
 

4 

 
 

0 

 
 

1 【前回の改善計画】ご家族や地域の方が気軽に来ていただける工夫

や、居心地の良さの環境づくりをスタッフと考えていく 
 

１ 
家族や地域の方が、事業所に入りやすい工夫がなされていますか？ 
 5 0 0 

２ 
事業所は、居心地がいい空間になっていますか？ 
 5 0 0 

３ 
事業所内・外に、不快な音や臭い等はないですか？ 
 5 0 0 

 
４ 

日中、事業所の門や玄関にカギはかかっていませんか？ 
 5 0 0 

 
  地①－１ 



Ｃ．事業所と地域のかかわり（該当部分に✓を入れてください） 
№ 項目 はい いいえ 

わから

ない 

０ 前回の改善計画について取組んでいましたか？ 
 

 
 

5 

 
 

0 

 
 

0 【前回の改善計画】できる限り地域に出向いて行けるよう感染対策

を行っていく 

１ 
職員はあいさつできていますか？ 
 5 0 0 

２ 
事業所は、地域の方に知られていますか？ 
 4 0 1 

３ 
何か困りごとや相談ごとがあった場合に、事業所は相談しやすい場所にな

っていますか？ 5 0 0 

４ 
事業所のスタッフは、地域の行事やイベントに参加していますか？ 
 5 0 0 

 
Ｄ．地域に出向いて本人の暮らしを支える取組み（該当部分に✓を入れてください） 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

０ 前回の改善計画について取組んでいましたか？ 
 

 
 

4 

 
 

0 

 
 

1 【前回の改善計画】小規模多機能の実践事例を通して理解していた

だく。コロナ禍でも、密を避け感染対策を行いながら本人様を地域

で支えていく 
 

１ 
利用者を事業所の中だけに閉じ込めていませんか？ 
 5 0 0 

２ 
利用者本人が住んでいる地域の方を交えた会議が行われていますか？ 

4 0 1 

３ 
事業所の利用者は、地域の行事やイベントに参加していますか？ 
 5 0 0 

４ 
利用者以外のご近所の心配な方に、事業所はかかわっていますか？ 
 3 1 1 

 
  

地①－２ 



 
Ｅ．運営推進会議を活かした取組み（該当部分に✓を入れてください） 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

０ 前回の改善計画について取組んでいましたか？ 
 

 
 

5 

 
 

0 

 
 

0 【前回の改善計画】民生委員の方々が集まる機会に説明させていた

だく。運営推進会議で意見をいただく 
 

１ 
運営推進会議では、事業所の取組みが解かりやすく説明されていますか？ 

5 0 0 

２ 
運営推進会議では、地域の心配の方等の事例検討が行われていますか？ 
 5 0 0 

３ 
運営推進会議では、地域での取組みを一緒に取組もうとしていますか？ 

5 0 0 

４ 
運営推進会議で出た意見を、改善につなげていますか？ 
 4 0 1 

 
Ｆ．事業所の防災・災害対策（該当部分に✓を入れてください） 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

０ 前回の改善計画について取組んでいましたか？ 
 

 
 

5 

 
 

0 

 
 

0 【前回の改善計画】防災計画を運営推進会議でお伝えし理解を得

る。また、地域での相談にも応じていく 
 

１ 
事業所の防災計画（火災・風水害・地震等）を知っていますか？ 

4 1 0 

２ 
事業所は、地域の防災訓練に参加・参画していますか？ 
 4 0 1 

３ 
事業所の防災訓練に参加したことがありますか？ 

4 0 1 

４ 
災害時、事業所は頼りになりそうですか？ 
 4 0 1 

 
以上で終了です。ありがとうございました。 

 
 

  



小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 社会福祉法人弘和会 代表者 
理事長 

畝 和弘 

 
法人・事業

所の特徴 

1.地域に愛される事業所になれるよう地域のイベントに積極的に参加しています。 
2.介護が必要な方が安心して利用できる様オーダーメイドの介護を提供しています。 
3.認知症と言う病気の理解を深める為、外部の研修に参加し、内部では勉強会をしています。 
4.認知症キャラバンメイトの資格を持った職員は積極的に地域や協力機関に出向き認知症のケアに

ついての研修の講師をさせて頂きます。また、まちの認知症相談委員として地域の相談窓口になっ

ています。地域での困りごとも地域と一緒に考え、協力しています。 
5.認知症を患っても、支えられる側ではなく地域の中で役割を持って活き活きできる時間を大切にし

ます。 

事業所名 
たきのーほーむ  

風和里 
管理者 森川 みなこ 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

1 人 0 人 5 人 0 人 0 人 0 人 0 人 2 人 0 人 7 人 
 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己

評価の確認 

事例検討会や認知症相談を行い、連

係等をしっかりとって、情報の共有

を図っていく。 

・事業所として、困難事例等カンファ

レンスを行い、話し合い実践できた。

新規の方や状態が悪くなった時等、職

員で話し合いを行った。 
月に１度のスタッフミーティングでは

遅番・夜勤以外は、特別な所要がある

人を抜かし全員参加して行い共有して

いる。参加できない職員には議事録で

説明している。 

・情報共有をしていく方法として

みんなが見るスマホで、動画や

絵、画像を活用してみてはどう

か。「デジタルトランスフォーメ

ーション」今やデジタルで行く方

向性。あとは、こまめな声掛けが

大切ではないか。 

スマートフォンでの情報共有を

行っていく。休みの日のスタッフ

にも情報が共有できるようメー

ルを活用する。 
今回の改善計画の意識づけをす

るため会議で伝えていきみんな

で考えていく。 

Ｂ．事業所のし

つらえ・環境 

毎月の通信で、イメージを来てもよ

いことを PR し、「お越しください」

や、言葉を添えてみる。駄菓子屋に

置く商品も検討する。来られた方

に、聞いてみる。 

・コロナ禍であったため、度々面会制

限をしました。駄菓子屋も休業した時

期もありました。受け入れる体制が取

れていなかった。 

・駄菓子屋は、幅広い年代の方が

来やすいよう駄菓子も取り揃え

ていってはどうか。村友の肉まん

を駄菓子屋で販売してみてはど

うか。 

通信やチラシに、駄菓子屋にいつ

でも誰でも来てもらえるよう宣

伝する。子供から高齢者、ご近所

さんに合わせて幅広い年代のお

菓子を取りそろえる。肉まんも販

売できるよう準備する。 

C．事業所と地

域のかかわり 

通信には、まちの認知症相談員とし

てありますが、もう少し具体的に書

く。相談場所とわかるような仕組み

づくりをメンバーの方々と相談さ

せていただく。 

・メンバーの方から、認知症の話の依

頼を受け、町会の皆さんに話をさせて

いただきました。民生委員の方からも、

風和里の事業所の説明の依頼を受け、

説明させていただきました。 

・町会で回覧板で風和里の通信が

回っているので、だいぶみんなに

知りわたっているのではないか。

今後も風和里がどうゆうところ

なのかを発信していくことが大

切ではないか。 

風和里通信の内容をスタッフと

話し合いリニューアルをする。風

和里のスタッフということが地

域の皆さんにわかっていただけ

るよう皆で話し合いながら工夫

する。 



Ｄ．地域に出向

いて本人の暮ら

しを支える取組

み 

スタッフ同士の情報の共有の仕方、

話し合いの場を作る。地域の方も交

えての話し合いを行っていく。 

・利用者様の自宅での様子を、民生委

員の方や近所の方から、お聞きする事

はしている。が、私たちからの発信が

できていない。一方通行状態になって

いる。 

・コロナ禍でイベント等行われて

いない時期もあったが、来年度は

イベントを行っていく予定。

SSTRや運動会の予定もしていま

す。総会等にスタッフと参加して

もよいのではないか。 

イベントが再開されてきている

ので参加していく。利用者様の近

所の方等、声をかけ何か心配があ

る方は相談に乗り民生委員の方

や班長、区長の方と相談してい

く。総会に出席させていただく。 

Ｅ．運営推進会

議を活かした取

組み 

地域の事情を知るため、地域の会議

に参加させていただく。運営推進会

議に管理者だけではなく、他のスタ

ッフも参加していく。（事例報告や

困難事例等） 

・地域のスマイル千里やなぎさ市に参

加させていただいている。スマイル千

里では、今の地域での課題や取り組み

が分かる。運営推進会議にほかの職員

も参加するのは、人員的に難しかった。 
 

・地域の中で、今後増えていく認

知症の高齢者の受け皿となり、何

かあったとき、対応していってほ

しい。人材難は、ボランティアを

探し、眉丈園のように、ボランテ

ィアをするとポイントがたまる

ような仕組みを作ってはどうか。 

地域の高齢者の方の見守りや対

応を行っていく。ボランティアの

方を探し協力していただけるよ

う仕組み作りを行う。できるだけ

事例検討会を行う。 

Ｆ．事業所の防

災・災害対策 

環境安全課に情報を確認する。風和

里は、2 次避難所になっていること

をお知らせする。地域での防災訓練

に参加させていただく。災害時の実

践的な訓練を行っていく。 

・今年の大雪の際、民生委員の会長と

包括に、心配な方がおられましたら風

和里に避難してくださいと、お伝えし

ました。今回は、来られた方はいませ

んでした。地域での防災訓練は、コロ

ナ禍のため参加していません。 

・今年度は、何もかもコロナの影

響でできないことがあった。来年

度は、防災訓練も参加していただ

きたい。災害時の利用者様の名簿

をお願いしたい。 

地域の防災訓練には、積極的に参

加する。情報を集める。福祉避難

所になっていることを伝えてい

く。 


